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  いま戦前回帰の企てが顕著になっている。治安維持法は市民刑法から治安刑法への転

換の象徴であった。戦後、法の廃止に逆らい、治安維持法下の諸制度は「戦時の衣」を【平

時の衣】に切り替え、例外から原則の制度に逆転し、拡大されることになった。共謀罪が

創設され、いま大きく変容しつつある日本の刑事法を問う。これは、この本の文章です。

安倍改憲とともに共謀罪の意味することを学ぼうと思います。多くの皆さんの参加をお待

ちします。 

 

日時 2018年 8月 25日（土） 13時 30分～16時 30分  

場所 日高市総合福祉センター「高麗の郷」２階 余暇活動室 

テキスト 治安維持法と共謀罪 内田博文著 岩波新書 

 

今後の日程 

    2018年 9月 29日（土） 13時 30分～16時 30分 （第五土曜日です） 

    2018年 10月 27日（土） 13時 30分～16時 30分  

 

テキストのご注文を受け付けます。 

     連絡先 渡辺（日高九条の会事務局） 090-1731-6182 
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